










「CGF強化型ティッシュマトリックスを用いたデジタルインプラントの組織再生」 

 デジタルインプラントの機能的審美的結果を得るには、充分な硬・軟組織環境を整えることである。 

 今日、多くの方法が知られ、組織増生が試みられ、そのうちいくつかはその効果が証明されている。しかし従

来のGBR法のようなテクニックを用いて、極度に吸収した傷害部の組織を再生することは極めて難しい。自家骨

移植は、極度に吸収した欠損に有望な結果を示しているが、量の限界やドナー側の病から状態の問題が提起さ

れている。 

 フィブリンは、治癒に向けての早期のマトリックス形成に重要な役割を演じる。自己の遠心分離されたフィブリ

ンと成長因子で補強された骨移植テクニックは PRF として報告されており、粘性のある骨と良好な結果を示して

いる。骨移植材の粒子とコラーゲンマトリックス材のスポンジ構造の中のスペースの間に遠心分離されたフィブ

リノーゲンと成長因子を用いて、移植材を結合し、カスタマイズ片、すなわち複合再生マトリックス(CRM)にした。 

 これは、移植材の管理の質を高め、治療の結果を改善できる。今回は、2 本の隣接するデジタルインプラントを

用いた極度に吸収した硬・軟組織の再生症例にこのテクニックを用いた一連の組織移植の過程を紹介する。 




